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　一般質問権は議員の固有の権限であり、 住民の代表者として、 執行者に対して口頭で説

明を求め、 その真実 ・ 所信を資するものです。「 議員は議員の眼で、 執行者は執行者の眼

で議論し、 住民の福祉向上を追求する」 大事な議員活動の場でもあります。

　本村議会では一問一答方式で持ち時間は１人１時間となっています。

一般質問とは ・ ・ ・一般質問とは ・ ・ ・

倉本 壽山 保池 海原 肥後 吉永 喜島 杉浦

令和２年     ９月定例会 ○ ○ ○ ○ ○

令和２年　１２月定例会 ○ ○ ○ ○ ○

令和３年     ３月定例会 ○ ○ ○ ○

令和３年     ６月定例会 ○ ○ ○ ○ ○

令和２年の議員改選から現在までの質問状況

※議長は議事進行を行うため、　通常一般質問は行いません。

観光公園施設の現状及び

壽山新太郎議員

消防団の現状と課題

保池穂好議員

新型コロナウイルス

肥後充浩議員

世界自然遺産登録決定後の 新型コロナウイルス

海原隆家議員 喜島孝行議員

今後の対策は

予防接種

ワクチンについて施策は
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を
支
給
と
あ
る
が
、
副
分
団
長

以
上
は
下
回
っ
て
い
る
が
。

（
総
務
課
長
）
今
後
改
善
し
て
い

き
た
い
。

（
保
池
）
団
員
の
装
備
に
つ
い
て

質
問
し
た
が
ど
う
な
っ
た
か
。

（
村
長
）
シ
ー
ル
ド
付
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
す
で
に
購
入
し
分
団
に
配

備
し
て
い
る
。
今
後
あ
ら
ゆ
る

場
面
を
想
定
し
装
備
の
充
実
に

努
め
て
い
く
。

（
保
池
）
シ
ー
ル
ド
付
ヘ
ル
メ
ッ

ト
で
煙
に
対
し
て
対
応
で
き
る

の
か
。

（
総
務
課
長
）
煙
に
は
対
応
で
き

な
い
が
、
そ
れ
以
外
か
ら
団
員

を
守
る
た
め
購
入
し
た
。
煙
に

対
し
て
も
順
次
整
備
し
て
い
き

た
い
。

（
保
池
）
団
の
平
均
年
齢
は
。

（
総
務
課
長
）
42
・
9
歳
と
な
っ

て
い
る
。

（
保
池
）
学
生
消
防
団
や
機
能
別

消
防
団
員
制
度
を
導
入
す
る
考

え
は
。

（
総
務
課
長
）
学
生
消
防
団
員
に

に
わ
た
り
対
応
が
求
め
ら
れ
る

の
で
さ
ら
な
る
訓
練
、
研
修
の

機
会
を
設
け
支
援
し
て
い
く
。

（
保
池
）
日
額
報
酬
、
年
間
報
酬

の
増
額
の
考
え
は
。

（
村
長
）
年
間
報
酬
は
、
今
年 

度
か
ら
国
の
基
準
を
上
回
る
額

を
支
給
し
て
い
る
。
日
額
の
出

動
手
当
に
つ
い
て
は
、
こ
の
令

和
３
年
４
月
に
総
務
省
消
防
庁

長
官
通
知
が
発
出
さ
れ
た
。
内

容
は
、
報
酬
と
し
て
災
害
時
に

１
日
当
た
り
８
，
０
０
０
円
を

標
準
と
す
る
こ
と
。
鹿
児
島
県

の
実
態
と
し
て
、
出
動
手
当
７
，

０
０
０
円
を
上
回
る
市
町
村
が

１
市
１
町
で
、
そ
の
次
に
宇
検

村
の
５
，
０
０
０
円
と
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
な
る
改
善
支
援
を

行
い
、
村
民
の
安
心•

安
全
に

努
め
て
い
く
。

（
保
池
）
国
の
基
準
を
上
回
る
額

（
保
池
）
宇
検
村
消
防
団
の
現
状

と
課
題
は
。

（
村
長
）
７
分
団
92
名
定
員
に
対

し
90
名
。
分
団
で
の
火
災
防
御

自
主
訓
練
、
自
衛
隊
海
上
保
安

署
の
合
同
訓
練
や
防
災
訓
練
、

研
修
や
広
報
活
動
等
年
間
計
画

を
作
成
し
活
動
し
て
い
る
。
課

題
と
し
て
は
要
援
護
者
・
要
支

援
者
を
ス
ム
ー
ズ
に
避
難
誘
導

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
必

要
な
情
報
を
行
政
、
消
防
、
自

主
防
災
組
織
で
共
有
し
戸
別
避

難
計
画
を
早
期
に
作
成
す
る
よ

う
に
勧
め
て
い
る
。
そ
し
て
、

大
規
模
化
す
る
台
風
や
大
雨
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
等
多
岐

　
　
　
　

／
戸
別
避
難
計
画
を
早
期
に
作
成

／
戸
別
避
難
計
画
を
早
期
に
作
成

保池　穂好   議員

消
防
団
の
現
状
と
課
題

消
防
団
の
現
状
と
課
題

つ
い
て
は
、
消
防
団
の
活
動
を

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始

め
啓
発
活
動
か
ら
し
て
い
き
現

在
の
構
成
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

努
め
て
い
き
た
い
。

　　
　

（
保
池
）
村
政
運
営
に
支
障
を
も

た
ら
さ
な
い
た
め
に
も
村
長
を

は
じ
め
職
員
も
早
く
接
種
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。　

（
村
長
）
副
村
長
、
教
育
長
を
早

期
に
と
い
う
話
も
あ
っ
た
が
、

村
民
の
安
心
が
優
先
す
る
べ
き

と
考
え
、
ま
ず
は
高
齢
者
の
接

種
を
７
月
ま
で
に
は
終
わ
ら
せ

る
目
標
で
考
え
て
い
る
。

（
保
池
）
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
た
場

合
は
ど
う
す
る
の
か
。

（
保
福
課
長
）
無
駄
な
く
接
種
を

す
る
た
め
高
齢
者
施
設
で
働
く

従
事
者
、
基
礎
疾
患
を
有
す
る

も
の
か
ら
優
先
的
に
接
種
し
て

い
き
た
い
。

（
保
池
）
集
落
へ
の
補
助
金
の
考

え
は
。

（
村
長
）
今
内
容
を
検
討
し
今
後

も
支
援
し
て
い
き
た
い
。

 

そ
の
他
の
質
問

 

・
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

    

1414
集
落
へ
の
補
助
金

集
落
へ
の
補
助
金

壽山　新太郎  議員

し
、
対
応
し
て
い
る
。

（
壽
山
）
事
故
が
起
き
て
か
ら
で

は
遅
い
の
で
、
遊
具
施
設
等
の

点
検
・
整
備
に
つ
い
て
は
、
専

門
業
者
に
委
託
す
る
か
、
定
期

的
に
職
員
に
よ
る
点
検
等
を
実

施
し
て
頂
き
た
い
。
（
要
望
）

（
壽
山
）
今
後
、
新
た
な
観
光
公

園
設
置
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

（
村
長
）
今
年
度
は
、
魅
力
あ
る

観
光
づ
く
り
事
業
で
「
生
勝
公

園
」
を
設
置
す
る
。
ま
た
、
峰

田
山
公
園
再
整
備
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
建
設
委
員
会
等
で
計
画

の
内
容
を
精
査
し
、
村
民
の
意

見
を
反
映
し
な
が
ら
事
業
実
施

に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

（
壽
山
）
若
い
子
育
て
世
代
の
方

や
、
今
後
の
宇
検
村
観
光
業
の

発
展
の
た
め
に
も
、
観
光
費
の

充
実
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
要
望
）

（
壽
山
）
村
民
及
び
観
光
客
に
対

す
る
今
後
の
対
策
・
対
応
は
。

（
村
長
）
今
年
度
完
成
予
定
の
体

験
観
光
多
目
的
交
流
施
設
の
総

合
窓
口
を
充
実
さ
せ
、
「
人
・
暮

ら
し
・
文
化
」
な
ど
宇
検
村
の

魅
力
と
触
れ
合
う
場
を
創
出
し

な
が
ら
、
村
民
と
観
光
客
相
互

の
満
足
度
が
得
ら
れ
る
よ
う
対

応
し
て
い
く
。

（
壽
山
）
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の

具
体
的
な
取
組
は
。

（
村
長
）
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

方
に
専
門
で
取
組
ん
で
い
た
だ

い
て
お
り
、
今
後
の
ル
ー
ル
作

（
壽
山
）
村
が
指
定
・
管
理
し
て

い
る
観
光
公
園
は
何
ヵ
所
設
置

し
て
い
る
か
。

（
村
長
）
30
ヵ
所
設
置
し
て
い
る
。

（
壽
山
）
観
光
公
園
施
設
の
維
持
・

管
理
状
況
は
。

（
村
長
）
清
掃
管
理
委
託
等
、
年

間
業
務
委
託
契
約
を
締
結
し
、

管
理
し
て
い
る
。

（
壽
山
）
独
自
で
視
察
し
た
結
果
、

遊
具
等
を
含
め
、
早
急
に
整
備
・

改
善
が
必
要
と
思
わ
れ
る
施
設

が
あ
る
が
、
村
当
局
の
実
態
把

握
及
び
そ
の
対
応
は
。

（
企
観
課
長
）
利
用
者
等
か
ら
施

設
の
不
具
合
等
の
連
絡
が
あ
っ

た
場
合
、
職
員
が
現
場
を
確
認

観
光
公
園
施
設
の
現
状
及
び
今
後
の
対
策
は

観
光
公
園
施
設
の
現
状
及
び
今
後
の
対
策
は

／
再
整
備
に
向
け
計
画
を
策
定

／
再
整
備
に
向
け
計
画
を
策
定

り
等
に
お
い
て
は
、
現
在
、
開

発
中
で
あ
る
。

（
壽
山
）
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効
果
対

策
と
し
て
、
県
も
推
奨
し
て
い

る
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

導
入
す
る
考
え
は
。

（
企
観
課
長
）
他
市
町
村
に
お
い

て
も
導
入
し
て
お
り
、
本
村
に

お
い
て
も
導
入
予
定
で
あ
る
。

今
後
は
大
島
本
島
全
体
を
繋
ぐ

観
光
ル
ー
ト
の
よ
う
な
根
本
的

な
計
画
を
検
討
し
て
い
く
。

※
自
転
車
を
活
用
し
、
地
域
の

景
観
を
ゆ
っ
た
り
し
た
ペ
ー
ス

で
回
る
こ
と
。
自
転
車
で
特
定

の
道
を
走
る
こ
と
で
、
今
ま
で

注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
も
の

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
壽
山
）
「
空
き
家
及
び
廃
屋
対

策
」
に
つ
い
て
の
答
弁
に
対
す

る
対
応
策
は
ど
う
と
っ
た
か
。

（
村
長
）
非
住
家
及
び
廃
屋
建
物

の
所
有
者
に
対
し
意
向
調
査
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
意
見
等

を
調
査
し
た
。

（
壽
山
）
基
本
方
針
や
取
組
を
示

す
た
め
の
計
画
書
の
策
定
は
。

（
企
観
課
長
）
９
月
頃
に
除
却
条

例
を
上
程
出
来
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

（
壽
山
）
各
市
町
村
と
連
携
し
、

近
隣
市
町
村
の
事
例
等
も
参
考

に
し
な
が
ら
、
対
策
・
対
応
を

徹
底
し
て
頂
き
た
い
。

 

そ
の
他
の
質
問

 

・
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
に
つ
い
て

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
つ
い
て

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
つ
い
て

過
去
の
質
問
事
項
に
対
す
る
対
応
措
置

過
去
の
質
問
事
項
に
対
す
る
対
応
措
置

に
つ
い
て

に
つ
い
て

▲集団接種の様子

▲分団に配備されたシールド付ヘルメット

※

▲峰田山公園から見る焼内湾
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（
肥
後
）
世
界
遺
産
の
膝
元
で
何

か
企
画
展
の
開
催
の
計
画
は
出

来
無
い
か
。

(

企
観
課
長
）
大
島
全
体
の
協
議

会
で
計
画
し
て
い
る
。
の
ぼ
り

や
横
断
幕
は
各
町
村
で
行
う
。

(

肥
後)

財
団
か
ら
基
金
に
変
更

と
聞
い
た
が
、
そ
の
後
の
運
営
・

利
用
状
況
、
又
、
滞
納
は
。

（
村
長
）
ま
だ
基
金
へ
の
移
行
は

完
了
し
て
い
な
い
。
５
月
末
で

23
名
が
滞
納
し
て
い
る
。

（
肥
後
）
村
民
へ
の
説
明
、
謝
罪

は
。
又
懲
罰
委
員
会
の
開
催
は
。

（
村
長
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

誌
に
よ
っ
て
周
知
し
て
い
く
。

３
月
31
日
に
懲
戒
処
分
審
査
委

員
会
を
開
催
し
、
当
時
の
担
当

職
員
を
戒
告
処
分
と
し
た
。
20

％
の
給
料
減
額
を
村
長
・
副
村

長
・
教
育
長
の
３
名
で
行
い
、

２
ヶ
月
間
減
給
と
し
、
専
決
処

分
し
た
。

い
つ
入
っ
て
き
た
の
か
、
そ
れ

は
何
人
分
な
の
か
。

（
保
福
課
長
）
１
回
目
が
４
月
30

日
、
２
回
目
が
６
月
３
日
に
到

着
し
た
。
１
回
目
４
８
７
人
分
、

２
回
目
５
８
５
人
分
で
あ
る
。

(

肥
後)

 

宇
検
村
民
分
の
ワ
ク

チ
ン
約
１
，
７
０
０
名
分
は
届

い
て
い
る
か
。

(

保
福
課
長)

 

７
月
の
第
５
周

に
５
８
５
名
分
の
ワ
ク
チ
ン
が

来
ま
す
。
全
体
で
１
，
６
５
７

名
分
の
ワ
ク
チ
ン
が
届
く
の
で
、

希
望
す
る
村
民
全
員
の
接
種
が

可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。

(

肥
後)

 

国
が
16
歳
以
上
の
接

種
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

12
歳
ま
で
下
げ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
が
村
と
し
て
は
。

(

保
福
課
長)
12
歳
以
上
の
者
は

６
月
１
日
か
ら
適
用
。
一
般
の

接
種
、
65
歳
以
下
の
接
種
を
今

週
発
送
す
る
予
定
。
同
時
に
12

歳
以
上
も
送
付
す
る
予
定
。

（
肥
後)

接
種
後
に
15
分
間
の
待

機
を
行
い
、
自
宅
へ
帰
っ
た
後

上
75
歳
未
満
の
高
齢
者
を
村
の

医
師
と
相
談
し
て
優
先
と
し
た
。

(

肥
後)

な
ぜ
最
初
か
ら
集
団
接

種
の
計
画
は
検
討
出
来
無
か
っ

た
の
か
。

（
村
長
）
本
村
に
置
い
て
は
感
染

状
況
・
人
口
規
模
を
勘
案
し
、

当
初
個
別
接
種
を
選
択
し
た
。

国
か
ら
７
月
ま
で
に
高
齢
者
の

接
種
完
了
を
受
け
、
１
日
当
た

り
の
人
数
の
増
加
、
集
団
接
種

を
行
わ
な
い
と
７
月
末
ま
で
に

接
種
が
完
了
し
な
い
と
判
断
し
、

改
め
て
計
画
を
立
て
直
し
た
。
。

（
肥
後
）
一
般
の
方
々
の
接
種
時

期
は
い
つ
頃
か
。

（
村
長
）
高
齢
者
の
接
種
完
了
後
、

高
齢
者
以
外
で
基
礎
疾
患
者
、

高
齢
者
施
設
等
の
従
事
者
か
ら

優
先
接
種
を
行
い
、
順
次
一
般

の
方
々
へ
の
接
種
を
行
う
。

（
肥
後
）
宇
検
村
に
ワ
ク
チ
ン
は

（
肥
後
）
多
く
の
村
民
の
方
々
か

ら
質
問
が
あ
っ
た
が
、
他
町
村

に
於
い
て
は
、
75
歳
以
上
の
高

齢
者
が
優
先
し
て
接
種
し
て
い

る
が
宇
検
村
に
お
い
て
は
、
な

ぜ
65
歳
以
上
の
方
々
を
優
先
接

種
し
た
の
か
そ
の
経
緯
は
。

（
村
長
）
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

接
種
が
優
先
し
て
い
る
の
は
県

医
師
会
に
よ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
の
説
明
会
に
於
い
て
75
歳

以
上
の
臨
床
試
験
の
参
加
者
が

少
な
く
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の

あ
る
患
者
へ
の
接
種
の
安
全
性

が
不
明
と
の
説
明
を
受
け
た
。

村
外
へ
の
外
出
頻
度
や
行
動
範

囲
が
広
い
と
思
わ
れ
る
65
歳
以

　
　
　
　

／／
6565
歳
以
上
７
月
末
完
了

歳
以
上
７
月
末
完
了

肥後　充浩  議員

具
合
が
悪
く
な
っ
た
際
の
対
処

は
救
急
車
し
か
な
い
の
か
。

（
保
福
課
長
）
帰
宅
後
の
事
は
救

急
車
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

（
肥
後
）
今
後
の
登
録
の
審
査
予

定
及
び
日
程
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
又
、
村
と
し
て
登
録
後

の
計
画
は
。
独
自
の
整
備
計
画

や
受
け
入
れ
体
制
は
。

（
村
長
）
世
界
遺
産
登
録
の
審
査

が
７
月
中
に
行
わ
れ
る
。
そ
の

時
に
可
否
が
決
定
す
る
が
、
自

然
環
境
保
全
を
原
則
と
し
て
観

光
利
用
を
推
進
し
て
い
く
。

（
肥
後
）
入
山
規
制
の
考
え
は
。

（
企
観
課
長
）
登
山
道
に
関
す
る

責
任
と
い
う
部
分
で
、
ル
ー
ル

作
り
が
必
要
。
今
の
と
こ
ろ
禁

止
に
し
て
は
い
な
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
つ
い
て

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
つ
い
て

美
大
島
の
始
祖
ア
マ
ミ
コ
・
シ

ニ
レ
ク
降
臨
の
地
の
伝
説
や
ケ

ン
ム
ン
伝
説
な
ど
、
自
然
と
共

有
し
て
き
た
文
化
や
豊
か
な
自

然
と
と
も
に
暮
ら
し
て
き
た
歴

史
、
地
域
行
事
や
普
段
の
暮
ら

し
そ
の
も
の
が
宇
検
村
の
魅
力
。

（
海
原
）
国
道
58
号
か
ら
宇
検
村

へ
入
る
三
叉
路
の
看
板
に
つ
い

て
、
前
回
質
問
時
に
は
検
討
課

題
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
な
っ
た

暁
に
は
観
光
客
が
増
え
て
く
る

こ
と
か
ら
、
今
後
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

（
企
観
課
長
）
自
然
の
観
点
か
ら
、

色
合
い
等
規
制
が
か
か
っ
て
い

る
場
所
で
あ
る
た
め
、
国
、
県

と
協
議
し
な
が
ら
今
後
も
引
き

続
き
検
討
課
題
と
し
て
い
る
。

民
へ
周
知
す
る
取
組
を
５
市
町

村
で
行
っ
て
い
る
。
登
録
後
も

そ
の
熱
が
冷
め
な
い
よ
う
に
、

持
続
的
か
つ
効
率
的
な
広
報
活

動
を
行
い
、
継
続
し
て
周
知
を

図
る
予
定
。
奄
美
大
島
の
豊
か

な
自
然
や
独
自
の
情
緒
や
雰
囲

気
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

奄
美
大
島
フ
ァ
ン
が
広
が
り
、

本
島
の
南
に
位
置
す
る
宇
検
村

の
知
名
度
も
上
昇
す
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

（
海
原
）
他
市
町
村
と
宇
検
村
の

魅
力
の
違
い
は
。

（
村
長
）
宇
検
村
は
奄
美
群
島
の

中
で
最
高
峰
の
湯
湾
岳
を
有
し

て
い
る
。
固
有
で
希
少
な
動
植

物
が
多
く
生
息
、
生
育
し
て
お

り
、
樹
齢
１
０
０
年
以
上
の
高

齢
照
葉
樹
林
と
風
床
低
木
林
が

噴
霧
帯
に
生
き
る
森
は
、
世
界

に
誇
る
魅
力
で
あ
る
。
又
、
奄

（
海
原
）
世
界
自
然
遺
産
登
録
決

定
後
は
奄
美
大
島
に
訪
れ
る
観

光
客
が
増
加
す
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
宇
検

村
と
し
て
ど
の
よ
う
な
計
画
を

考
え
て
い
る
の
か
。

（
村
長
）
現
段
階
で
は
宇
検
村
独

自
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
式
典
等
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
計
画

は
し
て
い
な
い
。

（
海
原
）
観
光
客
へ
の
宇
検
村
の

Ｐ
Ｒ
の
方
法
は
。

（
村
長
）
日
本
全
国
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
世
界
中
に
奄
美
大
島

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ま
た
と
な

い
機
会
に
な
る
こ
と
か
ら
、
国

内
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
多
く
国

　
　
　
　

／
５
市
町
村
で
Ｐ
Ｒ
を
徹
底

／
５
市
町
村
で
Ｐ
Ｒ
を
徹
底

海原　隆家   議員

　

世
界
自
然
遺
産
登
録
決
定
後
の
施
策
は

　

世
界
自
然
遺
産
登
録
決
定
後
の
施
策
は

（
海
原
）
人
口
的
に
は
同
規
模
な

大
和
村
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
予
防
接
種
は
完
了
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
が
、
な
ぜ
宇
検

村
よ
り
早
く
接
種
が
完
了
す
る

の
か
。

（
村
長
）
県
か
ら
の
事
前
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
大
和
村
は
４
月
、

宇
検
村
は
５
月
開
始
と
し
て
回

答
し
て
い
る
。
大
和
村
は
当
初

よ
り
集
団
接
種
を
計
画
し
、
国

か
ら
の
ワ
ク
チ
ン
配
分
も
４
月

10
日
に
は
第
１
ク
ー
ル
目
と
し

て
到
着
し
て
お
り
、
４
月
13
日

か
ら
施
設
利
用
者
10
名
の
接
種

を
開
始
し
て
い
る
。
一
方
、
宇

検
村
に
お
い
て
は
最
初
に
ワ
ク

チ
ン
が
到
着
し
た
の
が
第
４
ク

ー
ル
の
４
月
30
日
で
あ
る
。
当

初
、
個
別
接
種
を
計
画
し
、
接

種
完
了
時
期
が
９
月
中
と
な
っ

て
い
た
が
、
接
種
計
画
の
見
直

し
等
に
よ
り
接
種
を
希
望
す
る

高
齢
者
に
関
し
て
は
７
月
中
旬

に
完
了
す
る
。

（
海
原
）
水
産
業
に
関
し
て
、
鮮

魚
類
を
全
国
の
市
場
へ
出
荷
し

て
い
る
会
社
が
あ
る
が
、
航
空

機
の
出
発
時
間
が
早
く
そ
れ
に

対
応
す
る
為
に
職
員
に
負
担
が

か
か
っ
て
い
る
と
聞
く
。
同
業

者
間
で
は
航
空
会
社
に
対
し
て

要
望
を
出
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

村
当
局
も
一
緒
に
な
り
要
望
を

検
討
で
き
な
い
か
。

（
村
長
）　

現
在
航
空
会
社
へ
の

要
望
は
村
長
は
じ
め
と
す
る
５

市
町
村
で
要
望
活
動
を
行
っ
て

お
り
、
村
と
し
て
も
航
空
会
社

と
協
議
は
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
要
望
活
動
が
無
か
っ
た
た
め

変
化
が
無
か
っ
た
が
、
活
動
を

行
っ
た
こ
と
で
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
方
か

ら
し
っ
か
り
と
計
画
を
出
し
て

頂
い
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

  

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

  

地
域
振
興
施
策
に
つ
い
て

地
域
振
興
施
策
に
つ
い
て

　

村
育
英
基
金
に
関
し
て

　

村
育
英
基
金
に
関
し
て

▲住用から宇検村に入る三叉路の看板
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文
化
な
ど
の
宇
検
村
の
魅
力
と

触
れ
合
う
場
を
創
出
し
、
村
民

と
観
光
客
相
互
の
満
足
度
が
得

ら
れ
る
よ
う
、
宇
検
村
な
ら
で

は
の
観
光
の
展
開
を
目
指
し
て

い
く
。

（
喜
島
） 
こ
の
事
業
の
詳
し
い
内

容
に
つ
い
て
。

（
村
長
）
３
月
に
一
般
公
募
し
、

選
定
委
員
会
を
経
て
導
入
が
決

定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
既
に

製
造
発
注
が
か
け
ら
れ
、
８
月

に
は
納
車
の
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
電
気
自
動
車
の
た
め
環
境

に
優
し
く
、
速
度
制
限
が
あ
る

（
喜
島
）　

来
村
す
る
観
光
客
に

対
す
る
対
応
の
あ
り
方
は
。

（
村
長
）　

Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
世
界
自

然
遺
産
へ
の
登
録
が
適
当
と
の

勧
告
を
受
け
、
い
よ
い
よ
７
月

末
の
世
界
遺
産
委
員
会
で
世
界

自
然
遺
産
登
録
の
可
否
が
決
定

す
る
。
今
年
度
完
成
予
定
の
体

験
観
光
多
目
的
交
流
施
設
に
設

け
る
観
光
総
合
窓
口
を
充
実
さ

せ
、
観
光
資
源
の
適
切
な
利
用

に
誘
導
し
な
が
ら
、
人
・
暮
ら
し
・

（
喜
島
） 

接
種
の
進
捗
状
況
は
。

（
村
長
） 

本
村
に
お
い
て
は
、
５

月
10
日
～
１
日
当
り
10
名
の
高

齢
者
の
方
に
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

を
し
て
お
り
、
６
月
４
日
現
在

１
回
目
の
接
種
を
終
え
た
方
は

１
６
０
名
、
２
回
目
の
接
種
を

終
え
た
方
が
40
名
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
５
月
31
日
よ
り
接

種
者
数
を
10
名
～
20
名
増
や
す

と
と
も
に
、
診
療
所
の
休
診
日

に
も
接
種
を
行
う
こ
と
と
し
、

接
種
の
加
速
化
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
集
団

接
種
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
希

望
す
る
高
齢
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
完
了
す
る
。　

喜島　孝行  議員

た
め
安
全
に
運
行
で
き
、
車
高

が
低
く
高
齢
者
で
も
乗
り
降
り

し
や
す
い
車
種
と
な
っ
て
い

る
。
現
在
う
け
ん
市
場
前
に
あ

る
定
期
バ
ス
の
停
留
所
を
今
年

度
完
成
予
定
の
体
験
観
光
多
目

的
交
流
施
設
に
移
設
す
る
計
画

で
す
が
、
こ
の
施
設
か
ら
グ
リ

ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
発

着
さ
せ
、
宇
検
線
と
屋
鈍
線
の

バ
ス
に
接
続
で
き
る
よ
う
、
納

車
後
は
実
証
運
転
を
し
て
い
く

計
画
。
定
期
運
行
と
予
約
運
行
、

利
用
料
金
な
ど
実
証
運
行
で
の

利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
意
向
を
確
認
し
た
後
、
地
域

公
共
交
通
会
議
で
決
定
し
て
い

く
。
ま
た
、
固
有
種
が
多
く
生

息
し
て
い
る
湯
湾
岳
な
ど
を
周

遊
す
る
際
、
動
植
物
へ
の
影
響

が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
な
ど
観
光

で
の
利
用
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
有
効
な
活
用
を
展
開
し
て
い

く
。 

　

／

　

／
6565
歳
以
上
７
月
末
完
了

歳
以
上
７
月
末
完
了

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

   
   

世
界
自
然
遺
産
登
録

世
界
自
然
遺
産
登
録

  
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ ▲湯湾岳展望台から見る焼内湾

　令和２年度補正予算

令和３年度補正予算

条　　　　例

　そ　の　他

あなたも、 議会を傍聴してみませんかあなたも、 議会を傍聴してみませんか

議会は、村の予算や身近な問題について話し合う大切な場です。 ぜひ、傍聴においでください。

○ 定員(26名)の範囲内で，どなたでもご自由に傍聴できます。

○ 受付票に住所 ・ 氏名を記入していただくだけです。

○ 第3回定例会は、 9月を予定しております。  

専決処分

・一般会計

・国保事業特別会計

・国保施設事業特別会計

・簡易水道事業特別会計

・農業集落排水事業特別会計

・漁業集落排水事業特別会計

・介護保険事業特別会計

・後期高齢者事業特別会計

・一般会計

・国保施設事業特別会計

・介護保険事業特別会計

・宇検村固定資産評価審査委員会条例の一

　部を改正する条例

専決処分

・宇検村税条例の一部を改正する条例

・宇検村長等の給与の特例に関する条例の

　一部を改正する条例

・宇検辺地総合整備計画の一部変更に

　ついて

衛生費衛生費

約622万円約622万円

土木費土木費
工 事 請 負 費
（ 名 柄 中 川 改 修 工 事 ）

2,500万円2,500万円

新型コロナワクチン接種委託料
ワクチン接種システム改修費用

一般会計「主な補正予算」一般会計「主な補正予算」

【お問い合わせ先】議会だより編集委員会

電話：67-2211　　メール：gikaijimukyoku@uken.net

議会だよりは定例会ごとに年４回発行し、各世帯に配布しています。内容については、定例会の概

要や一般質問の要旨等を掲載していきます。今後も「分かりやすく・親しみやすい」議会だよりの

作成を目指し取り組んでいきます！！宇検村ホームページにも掲載していますので是非ご覧くださ

い。（令和 2年分から）

皆様からのご意見をお待ちしております☆

議会だよりについてご意見をお聞かせください

▲集団接種 （医師による診察） の様子
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梅
雨
が
明
け
暑
い
暑
い
夏
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
桟
橋
か
ら
は
子
ど
も
達

の
は
し
ゃ
ぐ
声
、
そ
れ
を
見
る
親
や

地
域
の
方
々
の
笑
い
声
が
毎
日
聞
こ

え
て
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
過
に
よ
り
気

軽
に
出
か
け
ら
れ
な
い
日
が
続
き
ま

す
が
、
一
番
身
近
に
あ
る
自
然
の
中

で
自
ら
遊
び
を
考
え
満
喫
す
る
子
ど

も
達
の
姿
は
と
て
も
た
く
ま
し
く
感

じ
ま
す
。
世
界
自
然
遺
産
登
録
も
間

近
に
せ
ま
っ
て
い
ま
す
。
シ
マ
で
の

日
常
生
活
の
様
子
や
、
自
然
い
っ
ぱ

い
の
宇
検
村
を
村
民
一
人
一
人
が
Ｐ

Ｒ
し
、
宇
検
村
の
良
さ
を
み
ん
な
で

一
緒
に
発
信
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                    

編
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後

記

　令和 3年 6月 10 日（木）。集落指定避難所の管理状況・観光公園施設の管理及
び整備状況・宇検、久志、生勝集落の側溝や暗渠の状況確認。
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倉
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富
夫

10うけん村議会だより No.161

　令和 3年 5月 28 日（金）阿室集落～屋鈍集落間で土砂崩れが起きました。この区間

は大雨や台風時には崩土により通行止めが多く住民生活に多大な支障が出ているため、

改良工事を含めた抜本的な対策を要望するため、鹿児島県大島支庁瀬戸内事務所へ要望

書を提出しました。

　
　

楠
田　

綾
香


